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分析レース：2002ｰ2005年までの全日本距離別選手権大会(長野エムウェー
ブ)であった。モデルパターンは２８選手(2002)を４つの競技レベ
ルに分けて速度曲線を平均化した。4年間継続的に出場した選
手 (14名)の全レースについて速度曲線を得た。

競技レベル：ゴールタイムから4グループに分けた。
Top： < 39.49s, High： 39.50-40.49s, 
Moderate： 40.50-41.49s, Low： 41.50s <

分析対象レースならびに分析方法

競技レベルごとの速度パターン (インスタート) 競技レベルごとの速度パターン (アウトスタート)
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個人の速度パターンの縦断的変化の例

Top

High
Moderate

Low

outin

各区間速度とゴールタイムの関係

① 500m種目女子における国内上位２８選手について、レース中の速度曲

線を求め、競技レベル毎の速度曲線のモデルパターンを求める。

② 連続する4シーズンで競技レベルが向上した選手たちの速度曲線が、こ

のモデルパターンに沿うものかどうかを調べた。

・各競技レベル間で、バックストレート以前に速度差が現れる区間が異なった。より早い段階で大きな惰性を得ることが重

要である。

・競技レベルの段階的向上において、最初の100m、次のコーナー、コーナー出口からバックストレートでの三局面における

速度の差がジグザクに現れた。

・2002-2005年シーズン内でタイムが伸びた選手の速度パターンの変化は、モデルパターンに当てはまった。

・このモデルは、インターハイから国際レベルまでの競技力向上を考える際に有用な資料となる。

目的

各区間までの累積タイムとゴールタイムの関係
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s)2002 ; 41.92s (23) 

2003 ; 41.93s (22)
2004 ; 40.89s (16)
2005 ; 40.35s (14)

2002 ; 40.62s (10) 
2003 ; 39.20s (4)
2004 ; 38.87s (2)
2005 ; 38.41s (1)

2002 ; 40.25s (9) 
2003 ; 41.93s (4)
2004 ; 38.71s (1)
2005 ; 38.73s (1)

2002 ; 40.61s (12) 
2003 ; 41.57s (18)
2004 ; 41.03s (13)
2005 ; 39.87s (11)

2002 ; 40.64s (11) 
2003 ; 39.90s (9)
2004 ; 39.95s (9)
2005 ; 39.24s (8)

2002 ; 39.46s (2) 
2003 ; 38.91s (1)
2004 ; 38.83s (2)
2005 ; 39.07s (5)
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競技レベル (人数；タイム)
Top          (5, > 39.49s)
High         (5, 39.50-40.49s)
Moderate (8, 40.50-41.49s)
Low           (10, 41.50 < )
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インカーブ； 83.25m

アウトカーブ ; 95.82m
パンニングカメラ

S1 S2

ゴールライン

400m トラック

実験概略と分析区間

55.21m 55.21m

C1 C2S3 S4 S5 S6

競技レベル (人数；タイム)
Top          (6, > 39.49s)
High         (3, 39.50-40.49s)
Moderate (8, 40.50-41.49s)
Low           (11, 41.50 < )

分析：パンニング撮影後、500mを8区間に分けて各区間の所要時間と規格

距離から平均速度を算出した。


